
(港外側)

標準部(3) 11.93 

1.25 12@1.0773=12.93 1.25

2.50 10.43 2.50

堤頭部 15.43

東第3波除堤 L=59.36

標準部 43.93

6@6.40=38.405.53

0.8023@1.60=36.800.800.703@1.40=4.200.63

標準部(2) 25.60 標準部(1) 6.40
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(既設)階段工

(既設)鋼管杭 φ900×12t (SKK400)
L=12.50m

(既設)鋼管杭 φ900×12t (SKK400)
L=14.50m

(既設)鋼管杭 φ900×12t (SKK490)
L=17.00m

下杭 φ1000×12t L=4.00m  (SKY400)
(L-T型継手)

上杭 φ1000×12t L=23.50m (SKY490)
(既設)鋼管矢板

4
.
0
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4.00

(既設)タイロッドφ70 (HT690) 係船曲柱(350kN型)
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注記

1）図中の寸法は m 単位である。

平 面 図
（A3:S=1／200）

N

2 40

（A3:1／200）

6 10m

(既設)照明灯(N=1基)

(既設)係船柱基礎(B4.0×L4.0×H2.0)

高圧噴射撹拌工法

qu=1,000kN/㎡ (改良率90%)

撤去・復旧

φ2.2m：24本，φ2.8m：24本

必要航路幅 120m,導灯中心より 60m

既設鋼管杭

既設上部工

(既設)上部工

(
護
岸
側
)

(
航
路
側
)

(既設)タラップ

係船金具

0
.
5
0

0.55

既設電線管防護金具
L=9.00m
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標準部(3) 11.93

1.25 12@1.0773=12.93 1.25

2.50 10.43 2.50

堤頭部 15.43

東第3波除堤 L=59.36

標準部 43.93

6@6.40=38.405.53

0.8023@1.60=36.800.800.703@1.40=4.200.63

標準部(2) 25.60 標準部(1) 6.40

鋼管杭 φ900×12t (SKK400)
L=12.50m

鋼管杭 φ900×12t (SKK400)
L=14.50m

鋼管杭 φ900×12t (SKK490)
L=17.00m

下杭 φ1000×12t L=4.00m  (SKY400)
(L-T型継手) L=16.90

上杭 φ1000×12t L=23.50m (SKY490)
鋼管矢板

(既設)上部工

+1.00

+2.50

+4.30

-1.00

-21.00

-25.00

-14.95

-12.45

-10.45

+4.30

+2.05

+1.00

-1.00

3
.
3
0

重防食

(既設)上部工

(既設)鋼管杭

必要航路幅120m 導灯中心線より60m

計画水深 -12.00
設計水深 -12.60

  L.W.L ±0.00

  H.W.L ＋1.60

-1.50

-3.70

-6.40
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階段工
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1 : 2 (余堀範囲)

1 : 2 (浚渫範囲)
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(護岸側) (航路側)

4.00

縦 断 面 図

-20.40

γ=18kN/m3  N=6
γ'=10kN/m3 φ=31°

Ag2（基盤層）γ=18kN/m3   N=50以上
γ'=10kN/m3

As γ=18kN/m3   N=22

6
.
8
0

-3.00

-9.80

-3.00

Ag2 γ=18kN/m3   N=37

γ'=10kN/m3 φ=37°

γ'=10kN/m3 φ=39°

B（中詰土）

高圧噴射撹拌工法

qu=1,000kN/㎡ (改良率90%)

注記

2）図中の高さは D.L.表示である。

　　D.L.±0.00=T.P.-0.879m

1）図中の寸法は m 単位である。

N

（A3:S=1／1,000）
キープラン
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(港内側)
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路
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)

(
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)
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（A3:S=1/200）

東京湾平均海面

潮位図

D.L.＋0.879（T.P.±0.00）

平均水面 M.S.L. D.L.＋0.970（T.P.＋0.091）
朔望平均満潮面H.W.L. D.L.＋1.600（T.P.＋0.721）

既往最高潮位 H.H.W.L.

T.P.

D.L.±0.000（T.P.-0.879）
朔望平均干潮面L.W.L. D.L.±0.000（T.P.-0.879）

D.L.＋2.840（T.P.＋1.961）

最低水面 C.D.L.
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+2.50+2.50
+2.00

+1.00
重防食

(既設)鋼管矢板φ1,000×12t[SKY490]

-1.00

(L-T型継手),L=23.50m,@1.0773m

(既設)タイロッドφ70[高張力鋼690]
c.t.c.2.155m;L=18.32m

重防食

-1.00

天端コンクリート(t=1.00m)

2.50 2.50

+4.30

-25.00 -25.00

-21.00

-15.60

14.74

+2.00

4.00

2
.
0
0

-21.00

1.25 1.25

係船柱基礎(B4.0×L4.0×H2.0)

+4.30

(電気防食50年耐用)

設計水深  -12.60

計画水深  -12.00

(既設)鋼管矢板φ1,000×12t[SKY400]
(L-T型継手),L=4.00m,@1.0773m
(電気防食50年耐用)

16@1.0773=17.24

(港内側) (港外側)

-15.60

  L.W.L ±0.00

  H.W.L ＋1.60

地盤改良(高圧噴射撹拌工法)

qu=1,000kN/㎡ (改良率90%)

標準断面図（その1）

堤頭部(横断方向)

B（中詰土）

Ag2 γ=18kN/m3   N=37

Ag2（基盤層）γ=18kN/m3   N=50以上

γ=18kN/m3   N=6

As γ=18kN/m3   N=22

γ'=10kN/m3 φ=31°

γ'=10kN/m3 φ=37°

γ'=10kN/m3 φ=39°

γ'=10kN/m3

-3.00

-10.80

-5.30(平均)

設計水深  -12.60
計画水深  -12.00

  L.W.L ±0.00

  H.W.L ＋1.60
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注記

2）図中の高さは D.L.表示である。

　　D.L.±0.00=T.P.-0.879m

1）図中の寸法は m 単位である。

(港外側)

(港内側)

基礎砕石(RC-40)t=0.20m

1
.
0
0

0
.
2
0

1:
0.
5

0.50

(既設)係船柱

(
護

岸
側

)

(
航

路
側

)

東京湾平均海面

潮位図

D.L.＋0.879（T.P.±0.00）

平均水面 M.S.L. D.L.＋0.970（T.P.＋0.091）
朔望平均満潮面H.W.L. D.L.＋1.600（T.P.＋0.721）

既往最高潮位 H.H.W.L.

T.P.

D.L.±0.000（T.P.-0.879）
朔望平均干潮面L.W.L. D.L.±0.000（T.P.-0.879）

D.L.＋2.840（T.P.＋1.961）

最低水面 C.D.L.
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+2.50+2.50

+1.80

+1.00
重防食

(既設)鋼管矢板φ1,000×12t[SKY490]

-1.00

(L-T型継手),L=23.50m,@1.0773m

重防食

-1.00

天端コンクリート(t=1.00m)

2.50 2.50

+4.30

-25.00 -25.00

-21.00

-15.60

10.43

+1.80

1.
00

4.00

0
.2

0

-21.00

1.25 1.25
係船柱基礎(B4.0×L4.0×H2.0)

+4.30

(電気防食50年耐用)

設計水深  -12.60
計画水深  -12.00

(既設)鋼管矢板φ1,000×12t[SKY400]
(L-T型継手),L=4.00m,@1.0773m
(電気防食50年耐用)

12@1.0773=12.93

(護岸側) (航路側)

-15.60

-20.40

Ag2 γ=18kN/m3   N=37
γ'=10kN/m3 φ=39°

Ag2（基盤層） γ=18kN/m3   N=50以上
γ'=10kN/m3

1 : 2 (余堀範囲)

1 : 2 (浚渫範囲)

As γ=18kN/m3   N=22
γ'=10kN/m3 φ=37°

標準断面図（その2）
堤頭部(縦断方向)

高圧噴射撹拌工法
qu=1,000kN/㎡ (改良率90％)

6
.8

0

-10.80

-3.00

-9.80

-3.00
B（中詰土）
γ=18kN/m3   N=6
γ'=10kN/m3 φ=31°

  L.W.L ±0.00

  H.W.L ＋1.60

  L.W.L ±0.00

  H.W.L ＋1.60
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(港外側)

(港内側)

注記

2）図中の高さは D.L.表示である。

　　D.L.±0.00=T.P.-0.879m

1）図中の寸法は m 単位である。

(既設)タイロッドφ70[高張力鋼690]
c.t.c.2.155m;L=14.01m

1:0.5

(
護
岸
側

)

(
航
路
側

)

0.50

基礎砕石(RC-40)t=0.20m

(既設)係船柱

床掘範囲

東京湾平均海面

潮位図

D.L.＋0.879（T.P.±0.00）

平均水面 M.S.L. D.L.＋0.970（T.P.＋0.091）
朔望平均満潮面H.W.L. D.L.＋1.600（T.P.＋0.721）

既往最高潮位 H.H.W.L.

T.P.

D.L.±0.000（T.P.-0.879）
朔望平均干潮面L.W.L. D.L.±0.000（T.P.-0.879）

D.L.＋2.840（T.P.＋1.961）

最低水面 C.D.L.
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地盤改良杭配置図
φ2.2m：24本，φ2.8m：24本

地盤改良図

注記

2）図中の高さは D.L.表示である。

　　D.L.±0.00=T.P.-0.879m

1）図中の寸法は m 単位である。

堤
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部

 
1
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.
7
4

2.50 10.43 2.50

堤頭部 15.43

A A

0.365 2.00 3@1.90=5.70 0.3652.00

標準部 43.93
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.
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7
@
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.
0
0=
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.
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0
.
3
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地盤改良割付

地
盤
改
良
割
付

地盤改良 φ2.8m

(高圧噴射攪拌工法)

地盤改良 φ2.2m

(高圧噴射攪拌工法)

B

B

+2.50+2.50
+2.00

+1.00
重防食

(既設)鋼管矢板φ1,000×12t[SKY490]

-1.00

(L-T型継手),L=23.50m,@1.0773m

(既設)タイロッドφ70
[HT690]@2.155m

重防食

-1.00

2.50 2.50

+4.30

14.74

+2.00

1.25 1.25

+4.30

(電気防食50年耐用)

(港外側) (港内側)

地盤改良(高圧噴射撹拌工法)

qu=1,000kN/㎡ (改良率90%)
※改良長は土層の不陸に応じて変更

B（中詰土）
γ=18kN/m3   N=6

As γ=18kN/m3   N=22

γ'=10kN/m3 φ=31°

γ'=10kN/m3 φ=37°

-3.00

-10.80

-5.30(平均)

  L.W.L ±0.00

  H.W.L ＋1.60

1.251.25

17.24

B-B 断面図

Ag2 γ=18kN/m3   N=37
γ'=10kN/m3 φ=39°

+2.50+2.50

+1.80

+1.00
重防食

(既設)鋼管矢板φ1,000×12t[SKY490]

-1.00

(L-T型継手),L=23.50m,@1.0773m

重防食

-1.00

+4.30

10.43

+1.80

+4.30

(電気防食50年耐用)

高圧噴射撹拌工法

qu=1,000kN/㎡ (改良率90%)

6
.
8
0

-10.80

-3.00

-9.80

-3.00

B（中詰土）
γ=18kN/m3   N=6
γ'=10kN/m3 φ=31°

  L.W.L ±0.00

  H.W.L ＋1.60

2.50

1.25 1.25

2.50

1.251.25

A-A 断面図

12.93

地盤改良仕様

工　法　：高圧噴射撹拌工法(FJT工法または同等工法)

改良径　：φ2.2m ,φ2.8m

改良強度：qu=1,000kN/㎡

改良率　：90%

1
.
2
0

1
.
2
0

1
.
8
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埋戻し

RC-40

N

(港外側)

(港内側)

(既設)タイロッドφ70

(既設)タイロッドφ70

[HT690]@2.155m

[HT690]@2.155m

※事前に試掘等により既設タイロッドの位置を確認した上で
これに干渉しないように地盤改良の施工を行うこと。
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4.000.50

(既設)タイロッドφ70
[HT690]@2.155m
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1:0.5

A-A 断面図

4.50

地盤改良後床掘範囲

（地盤改良後床掘範囲）
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B-B 断面図

4.50

地盤改良後床掘範囲

（地盤改良後床掘範囲）
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